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八
条
院
領
と
は
、
鳥
羽
院
と
美
福
門
院
か
ら
そ
の
皇
女
昇
子
内
親
王
（
八
条
院
）
に
譲
ら
れ
た
、
天
皇
家
の
家
領
で
あ
る
。
従
来
八
条
院
領
伝
領
の
経
緯
を
述
べ
た
研
究
で
は
、
『
玉
葉
』
を
典
拠
に
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
に
八
条
院
領
の
大
部
分
は
、
以
仁
王
遺
（１）
児で八条院の猶子である以仁王女に譲壽われた（Ｉ説）、と
されていた。
と
こ
ろ
が
最
近
、
中
野
栄
夫
氏
は
『
九
条
家
文
書
』
中
の
「
重
書
目
録
」
に
あ
る
譲
状
の
存
在
か
ら
、
建
久
七
年
正
月
、
八
条
院
領
は
後
鳥
羽
天
皇
皇
女
で
同
じ
く
八
条
院
猶
子
で
あ
る
昇
子
内
親
王
（
春
（２）
華門院）に譲られた（Ⅱ説）、とされた。
こ
れ
を
受
け
て
遠
城
悦
子
氏
は
、
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
九
号
八
条
院
領
の
伝
領
過
程
を
め
ぐ
っ
て
院
領
伝
領
の
経
緯
を
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
建
久
七
年
正
月
、
八
条
院
領
は
以
仁
王
女
・
昇
子
内
親
王
・
九
条
兼
実
息
男
良
輔
（３）
の一二人に分割譲与された（Ⅲ説）、との結論を出された。
｜
方
橋
本
義
彦
氏
は
、
建
久
七
年
正
月
、
八
条
院
は
以
仁
王
女
を
内
親
王
に
立
て
て
所
領
を
伝
え
ん
こ
と
を
奏
請
し
た
が
聴
許
さ
れ
ず
、
八
条
院
の
没
後
、
遺
領
の
大
部
分
が
後
鳥
羽
天
皇
皇
女
昇
子
内
（４）
親王に伝》えられた（Ⅳ説）、とされている。
以上挙げたように、八条院のあと八条院領を相続した人
物
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
あ
ら
た
め
て
八
条
院
領
伝
領
の
経
緯
を
再
検
討
し
、
八
条
院
領
の
最
初
の
相
続
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
相
続
人
決
定
の
背
景
と
意
味
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
龍
野
加
一
四
代
子
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１、「姫宮」について
史
料
Ａ
の
解
釈
が
分
か
れ
る
原
因
の
一
つ
は
、
同
史
料
中
の
「
姫
宮
」
を
誰
に
比
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
「姫宮」Ⅱ「故三条宮御娘」Ⅱ以仁王女と比定すれば、
．「はじめに」で述べたＩ説、すなわち建久七年正月に八
条
院
領
の
大
部
分
は
以
仁
王
女
に
譲
ら
れ
た
と
す
る
説
、
及
び
Ⅲ
説
、
す
な
わ
ち
建
久
七
年
正
月
八
条
院
領
は
以
仁
王
女
・
昇
子
内
親
王
・
九
条
良
輔
に
三
分
割
さ
れ
た
と
す
る
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
史
料
は
、
次
に
掲
げ
る
『
玉
葉
』
建
久
七
年
正
月
十
四
日
条
で
あ
る
。
Ａ
八
条
院
御
悩
、
為
危
急
…
（
中
略
）
…
入
夜
参
内
、
自
八
条
院
、
以
長
経
朝
臣
、
為
御
迎
、
被
献
御
跡
事
、
被
奉
処
分
の
（イ）
姫
宮
之
状
所
被
進
也
、
即
奏
事
由
、
申
御
返
事
了
、
安
楽
寿
（
ロ
）
（
イ
）
（ロ）
歯鑓蕨被寵置遮、
ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
、
●
■
●
●
Ｇ
ｐ
■
◆
口
以
下
こ
の
史
料
Ａ
を
項
目
別
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
八
条
院
領
の
伝
髄
過
程
を
め
ぐ
っ
て
（
龍
野
）
閤
鰯
懇
戴
鴬
鏑
違
、
薬
濃
鐡
職
艫
醤
議
撤
灘
為
鰯
繊
溌
謹
：：．；：：：：．：：：（且）：
先
年
可
被
相
承
女
院
将
良
輔
之
外
、
併
可
有
姫
宮
御
分
也
、
旧
故
条
宮
御
娘
、
）
院
、
歓
喜
光
院
等
所
被
奉
也
、
又
庁
分
御
庄
々
等
、
分
賜
中
『
玉
葉
』
建
久
七
年
正
月
十
四
日
条
の
検
討
（ハ）
史
料
Ａ
は
建
久
七
年
正
月
に
八
条
院
領
の
大
部
分
は
以
仁
王
女
に
譲
与
さ
れ
た
と
解
釈
出
来
る
。
ま
た
、
「
姫
宮
」
Ⅱ
昇
子
内
親
王
と
比
定
す
れ
ば
、
史
料
Ａ
は
「
建
久
七
年
正
月
、
八
条
院
は
そ
の
所
領
を
昇
子
に
譲
与
し
た
。
但
し
す
で
に
以
仁
王
女
を
八
条
院
領
の
相
続
人
に
決
定
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
王
女
の
一
期
の
後
に
昇
子
が
伝
領
す
（６）
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
解
釈
に
な
る
。
さ
ら
に
史
料
Ａ
の
①
、
②
の
「
姫
宮
」
Ⅱ
昇
子
内
親
王
、
③
の
「
姫
宮
」
Ⅱ
「
故
三
条
宮
御
娘
」
Ⅱ
以
仁
王
女
と
比
定
す
れ
ば
、
史
料
Ａ
は
建
久
七
年
正
月
に
八
条
院
領
は
以
仁
王
女
・
昇
子
・
九
条
良
輔
に
一一一分割されたとの解釈になる。そこで史料Ａの「姫宮」と
は
誰
を
指
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
玉
葉
』
中
で
以
仁
王
女
、
昇
子
内
親
王
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見てみたい。
ま
ず
「
故
三
条
宮
御
娘
」
す
な
わ
ち
以
仁
王
女
は
、
『
玉
葉
』
中
（７）
四カ所にその記述が有り、それぞれ「’二条宮姫宮」「一一一条
（８）
（９）
（Ⅲ）
姫宮」「故三条宮御娘」「一二条院姫宮」と表現されている。
｜
方
昇
子
内
親
王
は
、
建
久
七
年
正
月
十
四
日
条
を
除
い
た
十
八
力
（Ⅱ）
所
の
記
述
中
、
建
久
七
年
（
’
’
九
六
）
二
月
ま
で
の
十
五
カ
所
は
単
に
「
姫
宮
」
又
は
「
皇
女
」
と
表
現
さ
れ
、
正
治
二
年
（
’
二
○
（旧）
○）の一二カ所は「一品宮」と表現されている。
つ
ま
り
兼
実
は
昇
子
内
親
王
と
以
仁
王
女
と
を
、
そ
の
日
記
中
で
一
五
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２
、
写
本
と
の
校
合
史
料
Ａ
中
に
「
価
被
一
勘
之
間
」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
を
『
大
日
（旧）
（剛力）
本
史
料
』
で
は
、
出
典
の
写
本
は
不
明
で
あ
る
が
「
佃
彼
一
勘
之
間
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
刊
本
の
同
部
分
を
写
本
と
校
合
す
る
こ
ととする。
「
価
被
一
勘
之
間
」
の
部
分
を
主
な
写
本
で
校
合
す
る
と
、
「
被
」
の
字
に
諸
本
で
異
同
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
結
果
は次の通りである。
「
被
」
が
「
彼
」
と
な
っ
て
い
る
写
本
。
○
国
会
図
書
館
所
蔵
本
○内閣文庫（甘露寺家本）
○
宮
内
庁
書
陵
部
（
藤
波
本
）
（彼力）
「被」が「皮」となっている写本。
○
宮
内
庁
書
陵
部
（
柳
原
本
）
○
同
右
（桂宮本）
○内閣文庫（昌平坂学問所本）
○
同
右
（
司
法
省
本
）
は
っ
き
り
書
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
史
料
Ａ
の
三
カ
所
の
「
姫
宮
」
は
、
以
仁
王
女
で
は
な
く
全
て
昇
子
内
親
王
を
指
す
も
のと思われる。
法
政
史
学
第
四
十
九
号
３
、
二
勘
」
に
つ
い
て
写
本
と
の
校
合
の
結
果
史
料
Ａ
の
「
価
被
一
勘
之
間
、
不
可
有
相
違
」
の
部
分
は
、
「
価
彼
一
勘
之
間
、
不
可
有
相
違
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
。
勘
」
と
い
う
熟
語
は
国
語
辞
典
に
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
。
勘
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
たい。史料
Ａ
に
は
「
御
悩
危
急
」
の
八
条
院
よ
り
、
参
内
し
て
い
た
関
白
九
条
兼
実
の
も
と
に
、
「
被
奉
処
分
姫
宮
之
状
」
が
進
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
兼
実
は
そ
の
内
容
を
天
皇
に
報
告
し
た
と
あ
る
。
従
っ
て
史
料
Ａ
の
「
安
楽
寿
院
」
以
降
「
所
被
申
置
」
ま
で
は
、
八
条
院
よ
り
届
け
ら
れ
た
「
状
」
の
内
容
を
兼
実
の
言
葉
で
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
状
」
の
内
容
を
記
し
た
最
後
に
「
所
被
申
置
也
」
と
あ
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
「
状
」
は
置
文
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
われる。
○
同
右
（
大
学
校
・
大
学
本
）
「被」が「皮」となっている写本。
○
宮
内
庁
書
陵
部
（
久
世
本
）
結
局
「
被
」
と
書
か
れ
た
写
本
は
な
く
「
彼
」
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
刊
本
の
「
例
被
一
勘
之
間
」
の
部
分
は
、
「
例
彼
一
勘
之
間
」
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
’一ハ
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に
、
被
譲
渡
者
そ
の
他
の
子
孫
に
対
す
る
遺
言
・
遺
命
の
類
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
置
文
と
よ
ば
れ
る
。
…
置
文
に
記
さ
れ
（孔）
（ｂ）
る内容は：・蕊期譲及び鑛来領霊鰯指瀧など。
史料Ａの傍線部（イ）～（Ｃは、「処分目録・置文」の一
般
的
形
式
（
イ
）
～
（
Ｃ
に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
、
史
料
Ａ
の
「
被
奉
処
分
姫
宮
之
状
」
は
「
処
分
目
録
・
置
文
」
で
あ
っ
た
も
の
と思われる。
史料Ａ穴）の部分を置文と考えれば、史料Ａ（ａ）の部分
には「彼一期之間」の文言が使われるのが一般的である。
す
な
わ
ち
「
彼
一
期
之
間
、
不
可
有
相
違
」
（
彼
の
生
存
中
は
、
そ
の
知
行
を
認
め
る
）
は
、
｜
期
譲
を
表
現
す
る
と
き
の
言
わ
ば
決
ま
り
文
句
で
あ
り
、
こ
の
「
状
」
に
も
そ
れ
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
史
料
Ａ
（
ａ
）
の
．
勘
」
は
書
写
の
ミ
ス
で
、
『
大
日
本
史
料
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
二
期
」
と
し
た
方
が
意
味
が
通
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一般に「処分目録・置文」の形式は次のように説明され
ている。
（イ）
（ロ）
八条院緬の伝髄過程をめぐって（龍野）
を
一
方
的
に
表
明するものである。この処分目録の末尾
（処分目録は）譲渡対象を列挙し譲渡者の処分の意志
４
、
小
括
１
～
３
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
史
料
Ａ
は
次
の
よ
う
に
書
き
替
え
られる。八条院御悩、為二危急一…（中略）…入し夜参内、自一一
八条院一、以二長経朝臣一、為二御迎一、被し献二御跡事一、
被し奉レ処．分昇子内親王一之状所レ被し進也、即奏二
事由一、申二御返事一了、安楽寿院、歓喜光院等所し被し
奉也、又庁分御庄々等、分。賜中将良輔一之外、併可レ
有二昇子内親王御分一也、但故三条宮御娘、先年可し被レ
相．承女院御跡一之由、御処分了、佃彼一期之間、不し
可レ有二相違一、其後、昇子内親王一向可レ為二御沙汰一之
由、所し被二申置一也、
す
な
わ
ち
夜
に
な
っ
て
参
内
し
て
い
た
関
白
兼
実
の
も
と
に
、
御
（旧）
悩危急の八条院より遺領を昇子内親王に処分する』日の手紙
が
来
た
。
兼
実
は
そ
の
内
容
を
後
鳥
羽
天
皇
に
報
告
し
た
。
そ
れ
は
「安楽寿院、歓喜光院等を昇子内親王に相続させる。又、
庁
分
の
庄
園
に
つ
い
て
は
、
良
輔
に
分
け
与
え
る
ほ
か
は
昇
子
内
親
王
の
分
と
せ
よ
。
た
だ
し
、
先
年
す
で
に
以
仁
王
女
を
八
条
院
領
の
相
続
人
と
定
め
た
。
従
っ
て
以
仁
王
女
の
生
存
中
は
、
そ
の
定
め
を
改変してはならない。以仁王女の死後は、全て昇子内親王
の沙汰とせよ」との、処分目録・置文であった。
■■■■■■■■■■■■
七
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結局八条院は、自身の没後の遺領処分のために処分目録
・
置
文
を
書
き
、
関
白
を
通
じ
て
天
皇
の
公
認
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
八
条
院
が
希
望
し
た
伝
領
ル
ー
ト
は
、
八
条
院の死後以仁王女へ、そして以仁王女の死後昇子内親王及
び
良
輔
へ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
は
処
分
目
録
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
置
文
の
部
分
が朝廷の公認を得られたかどうかという点である。この点
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。（旧）
ま
た
こ
の
後
八
条
院
の
病
は
回
復
し
た
た
め
、
建
久
七
年
正
月
の
時
点
で
の
遺
領
相
続
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
】 略年表 法政史学第四十九号
ｌ
、
鳥
羽
院
政
期
鳥
羽
院
政
期
の
字
多
庄
は
、
『
台
記
』
の
一
連
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
五
月
二
十
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
ある。 「はじめに」で述べたⅢ説、つまり八条院領が三分割さ
れ
た
と
い
う
説
の
最
も
重
要
な
根
拠
は
、
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記』の記事に、「宇多庄有実朝臣申八条院蝦邑とある「八条
、
、
、
、
、
、
、
院姫宮」を、以仁王女で｛子多庄の所有者と見なす点にあ
る
。
す
な
わ
ち
字
多
庄
Ⅱ
八
条
院
領
で
あ
る
。
従
っ
て
次
の
二
つ
の
仮定、
①
字
多
庄
の
所
有
者
Ⅱ
八
条
院
姫
宮
②
八
条
院
姫
宮
Ⅱ
以
仁
王
女
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
以
仁
王
女
Ⅱ
八
条
院
領
所
有
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
そ
こ
で
鳥
羽
院
よ
り
後
鳥
羽
院
政
期
ま
で
の
字
多
庄
に
関
す
る
史
料
を
順
次
検
討
し
、
字
多
庄
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
Ⅲ
説
の
是
非
も
考
え
た
い
。
二
「
字
多
庄
」
の
検
討
￣
八
同 同 同
右二二右一右一
○九九
一四六五
西
暦
建
久
六
建
久
七
元
久
元
建
暦
元
元
号
八
・
十
一
二
昇
子
誕
生
十
二
・
五
昇
子
、
八
条
院
の
猶
子
と
な
る
一
・
十
四
八
条
院
、
病
に
よ
り
処
分
目
録
。
置
文
を
朝
廷
に
提
出
｜
・
三
十
八
条
院
の
病
回
復
す
る
二
・
二
七
以
仁
王
女
没
六
・
二
六
八
条
院
没
二
・
八
昇
子
役
記
事
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Ｂ時信来、伝二法皇報命一日、…（中略）…行二宇多庄
務一人、以長当二其仁一、但故待賢門院、将レ崩時、
被レーホコ付兼仲一了、然者、基仲兼仲弟行庄務、可レ為二
本意一…
（中略）…召二基仲一仰云、可し執．行宇多庄務一、
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
時
信
が
鳥
羽
院
か
ら
（Ⅳ）
の返事を、橘氏是定の藤原頼長に伝えて一云った。「本来｛千
多
庄
の
庄
務
を
行
な
う
べ
き
人
は
橘
以
長
で
あ
る
。
但
し
待
賢
門
院
（
鳥
羽
院
后
）
が
死
去
す
る
と
き
、
卜
部
兼
仲
に
遺
言
し
た
。
だ
か
ら
卜
部
基
仲
に
宇
多
庄
務
を
執
行
さ
せ
る
の
が
、
待
賢
門
院
の
希
望
に
添
う
こ
と
だ
ろ
う
」
そ
こ
で
頼
長
は
卜
部
基
仲
を
呼
ん
で
、
「
宇
多
庄
務
を
執
行
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
次
い
で
登
場
人
物
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
橘
以
長
は、『台記』に「以二以長一可レ補二学官院別当一…（中略）…
（旧）
所
謂
橘
氏
長
者
日
正
也
」
と
あ
り
、
橘
氏
の
氏
長
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
代
々
の
氏
長
者
の
祖
橘
廣
相
の
息
女
橘
義
子
は
、
「
宇
多
天
皇
女
御
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
橘
氏
と
字
多
庄
と
の
つ
な
が
り
は
こ
の
辺
り
か
ら
生
じ
た
も
の
と
恩
（旧）
われる。
八
条
院
領
の
伝
領
過
程
を
め
ぐ
っ
て
（
龍
野
）
（加）
‐卜部兼仲は、『中右記』に「和泉守－ｒ部兼仲」とあり、
字
多
庄
が
和
泉
国
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
『
台
記』に「召二兼仲、基仲等朝臣－令し見下可レ造二学官院一之指
図上（件院、顛倒之後、数歳無下知二殿舎数井間数何方等一之
（別）
人上、模二勧学院一但省。略於彼一）対日、可レ造者」とあり、
（皿）
Ｌｒ部兼仲、基仲兄弟は、橘氏の氏院である学官院を造るこ
と
を
条
件
に
、
橘
氏
長
者
の
以
長
に
代
わ
っ
て
宇
多
庄
務
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
尊
卑
分
脈
』
の
文
徳
源
氏
仲
頼
の
注
記
に
、
「
実
和
泉
守
卜部兼仲子也、後白河院北面、依二平相国訴一配コ流讃岐国一
（羽）
又
被
二
召
返
二
と
あ
る
。
こ
の
仲
頼
の
義
理
の
祖
父
に
当
た
る
文
徳
源氏康季の注記には、「白河院御治天之時始而被二召出一出
身致二公廷奉公一、蒙二官禄一自二当帝脱履一以後始而被し召．置
（別）
北面衆一最初之随一也」１とあって、その一族中の多くは
代
々
の
院
の
北
面
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
卜
部
兼
丁
一九
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白
川
院
北
面
卜部兼忠司引溌■凶の艸映
梅
宮
吉
田
平
野
頂
吉
田
頚
仲
一
族
は
文
徳
源
氏
一
族
と
共
に
、
院
の
北
面
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
尊
卑
分
脈
』
の
卜
部
兼
季
の
注
記
に
、
「
梅
宮
預
、
当
流
（錫）
子孫不し経二神祇道一不し伝二亀卜｜子孫又経二上北面一」とある
こ
と
か
ら
、
兼
仲
等
は
こ
の
兼
季
流
の
子
孫
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。卜部
氏
略
系
図
以
上
、
鳥
羽
院
政
期
の
宇
多
庄
に
関
す
る
史
料
か
ら
は
、
以
下
の
ことが明らかになった。
①
橘
氏
是
定
の
頼
長
が
宇
多
庄
務
人
事
の
任
免
権
を
持
っ
て
い
る
ことから、字多庄は是定頼長の管轄下にある。
②鳥羽院の北面卜部兼仲等は、橘氏氏院の学官院を造る
こ
と
を
条
件
に
字
多
庄
の
庄
務
権
を
得
た
。
法
政
史
学
第
四
十
九
号
２
、
後
白
河
院
政
期
後
白
河
院
政
期
の
字
多
庄
に
関
す
る
史
料
は
、
次
に
掲
げ
る
Ｃ
、
Ｄ、Ｅがある。
Ｃ
「
八
条
院
領
目
録
」
安
元
一
一
年
（
二
七
六
）
一
一
月
日
（妬）
和泉国字多勅］日
Ｄ
『
玉
葉
』
治
承
三
年
（
二
七
八
）
八
月
十
日
条
治
部
卿
顕
信
朝
臣
、
申
下
梅
宮
領
宇
多
庄
内
、
畠
所
当
事
、
可二免除一之由上、神主基忠所し進二請文一也、遣二顕信
之許一了、基輔奉、印刷以政基忠停文一、
Ｅ
『
玉
葉
』
元
暦
元
年
（
’
’
八
四
）
十
一
一
月
二
十
一
日
条
自レ院〔仲〕遠梅宮社務事、返「一給是定一、被し仰云、
庄務事可二加載一者、例書加進上了、
史
料
Ｃ
よ
り
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
に
は
字
多
庄
が
八
条
院
領
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
梅
宮
領
宇
多
庄
か
ら
八
、
、
、
条
院
領
宇
多
庄
へ
の
経
緯
は
、
管
見
の
限
り
、
史
料
が
無
く
不
明
で
ある。史料
Ｄ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
治
部
卿
源
顕
信
朝
臣
が
、
「
梅
宮
領
宇
多
庄
内
の
畠
所
当
の
免
除
を
許
可
す
る
」
③
字
多
庄
人
事
に
対
す
る
院
の
干
渉
は
、
鳥
羽
院
の
頃
よ
り
始
まった。
￣
￣
○
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と
の
朝
廷
の
意
向
を
、
橘
氏
是
定
兼
実
の
も
と
へ
伝
え
て
き
た
。
請
文
は
、
梅
宮
神
主
卜
部
基
忠
が
ま
ず
是
定
兼
実
に
提
出
し
、
そ
れ
を
兼
実
か
ら
治
部
卿
顕
信
の
も
と
へ
提
出
し
た
。
た
だ
し
実
際
の
手
続
き
は
、
兼
実
の
家
司
六
条
基
輔
が
、
兼
実
の
御
教
書
に
氏
長
者
橘
以
政
、
梅
宮
神
主
卜
部
基
忠
等
の
書
状
を
添
え
て
治
部
卿
顕
信
に
提
出
した。史料
Ｄ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
「
梅
宮
領
宇
多
庄
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
字
多
庄
の
領
主
は
梅
宮
社である。
②
橘
氏
是
定
の
兼
実
が
、
宇
多
庄
畠
所
当
の
免
除
申
請
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
字
多
庄
は
是
定
兼
実
の
管
轄
下
に
あ
る
。
史料Ｅの内容は次の通りである。すなわち、橘氏是定の
兼
実
が
発
行
し
た
（
卜
部
仲
遠
を
梅
宮
社
務
職
に
任
命
す
る
）
辞
令
が
、
後
白
河
院
よ
り
兼
実
の
も
と
に
返
さ
れ
て
き
た
。
後
白
河
院
は
、
「
梅
宮
領
宇
多
庄
の
庄
務
職
に
つ
い
て
も
仲
遠
を
任
命
せ
よ
」
と言う。よって庄務職任命のことも書き加え再提出した。
これは『玉葉』に「自レ院以二右少弁定長一被二仰下一云、
梅宮社務、以二権預卜部仲遠一可レ令二執行一云々、是元忠有二
（幻）
不
快
事
一
一
云
々
」
と
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
後
白
河
院
が
、
梅
宮
社
正
預
の
元
忠
（
卜
部
基
忠
）
よ
り
「
不
快
事
」
が
有
る
と
し
て
そ
の
正
預
職
を
取
り
上
げ
、
権
預
職
の
卜
部
仲
遠
に
与
え
、
八条院領の伝領過程をめぐって（龍野）
そ
の
上
宇
多
庄
庄
務
職
を
も
仲
遠
に
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
ことが分かる（但し任免権は兼実にある）。
こ
の
卜
部
仲
遠
は
、
『
台
記
』
久
安
三
年
（
二
四
七
）
五
月
一
一
十七日条に「仲遠兼仲子」とあり、卜部兼仲の子であるこ
（羽）
とが分かる。一方『兵範記』に「下野守卜部仲一浬」、「下野
（羽）
守
仲
遠
重
任
」
と
あ
り
、
『
玉
葉
』
に
「
又
、
被
し
仰
コ
下
殻
倉
院
別
当一云々、下野守卜部仲遠、祇二候院一之者也、未了曽有中、
如レ件人掌二此職一事上、多大外記、大夫史、医陰陽道二寮頭
助
等
之
間
、
可
レ
然
之
者
、
所
二
補
来
一
也
、
今
度
、
隆
職
当
二
此
仁一、補二大夫史一、十ヶ年奉公不二解怠一、未し浴二一恩一、今
（帥）
漏二此撰一、聖代之政豈然乎、莫レ一一一一コ了」とある。又『玉
（弧）
葉』に「仲遠給石川」とある。これ》ｂの史料から、卜部仲
遠
は
後
白
河
院
の
近
臣
と
し
て
、
院
よ
り
破
格
の
待
遇
を
受
け
て
い
たことが分かる。
ま
た
卜
部
仲
遠
が
庄
務
権
を
得
た
梅
宮
領
宇
多
庄
の
租
税
は
、
本
来氏神の祭祀、大学別曹の管理等に充てられるべきもので
（犯）
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
大
学
別
曹
は
衰
退
し
、
祭
祀
の
費
用
も
他
氏
（鋤）
の
請
負
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
字
多
庄
は
橘
氏
の
衰
退
と
共
に
、
橘
氏
自
身
に
で
は
な
く
、
院
に
奉
仕
す
る
庄
園
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
鳥
羽
院
か
ら
後
白
河
院
政
期
に
か
け
て
、
字
多
庄
一一一
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は
正
式
に
は
是
定
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
院
が
梅
宮
社
務
、
宇
多
庄
務
の
人
事
に
干
渉
す
る
な
ど
の
支
配
力
を
強
め
て
いった、と言えるのである。
史
料
Ｅ
か
ら
は
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
宇
多
庄
務
の
人
事
に
つ
い
て
後
白
河
院
の
干
渉
は
有
る
も
の
の
、
正
式
な
任
免
権
は
橘
氏
是
定
の
九
条
兼
実
が
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
字
多
庄
は
是
定
兼
実
の
管
轄
下
に
あ
る
。
結
局
後
白
河
院
政
期
の
字
多
庄
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
になる。
①
字
多
庄
は
、
八
条
院
領
と
は
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
形
式
的
な
も
の
で
、
実
際
は
梅
宮
領
宇
多
庄
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
領
有
権
は
梅
宮社にある。
②
梅
宮
社
務
及
び
宇
多
庄
務
の
人
事
に
対
す
る
院
の
干
渉
は
あ
る
も
の
の
、
字
多
庄
は
正
式
に
は
是
定
兼
実
の
管
轄
下
に
あ
る
。
３
、
後
鳥
羽
院
政
期
後
鳥
羽
院
政
期
の
宇
多
圧
に
関
す
る
史
料
は
、
次
の
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
である。Ｆ『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
建
仁
元
年
（
’
二
○
｜
）
十
月
六
日
条
今日宿雑事、大泉庄九条殿宇多庄打実朝臣巾八条院姫呂
法
政
史
学
第
四
十
九
号
（狐）
領状共不見来、尤以不便、二一問萱葺屋、風冷月明、
Ｇ
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
一
年
二
四
七
九
）
五
月
十
三
日
条
一乗院家御領注文…（中略）…和泉国搬恩識朴所宇多
庄
Ｈ『三箇院家抄』
和泉国一村建保左丞相御願毎年一一一季満問…（中略）…字多
庄報恩講料所
ま
ず
史
料
Ｆ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
と
は
、
後
鳥
羽
院
と
そ
の
近
臣
達
に
よ
る
建
仁
元
年
（
一
二
○
｜
）
の
熊
野
詣
の
様
子
を
、
同
行
し
た
藤
原
定
家
が
そ
の
日
記
『
明
月
記
』
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
Ｆ
よ
り
「
今
日
の
宿
雑
事
（
あ
る
い
は
宿
、
雑
事
か
）
は
、
大
泉
庄
と
字
多
庄
が
準
備
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
庄
か
ら
の
承
諾
書
は
来
ず
、
結
局
宿
雑
事
は
調
進
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
大
変
不
都
合
だ
っ
た
。
（
そ
の
た
め
定
家
の
宿
所
で
あ
る
）
三
間
の
萱
葺
屋
は
、
風
が
冷
た
く
月
が
明
る
か
っ
た
」
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
史
料
Ｆ
の
「
字
多
庄
」
の
注
に
あ
る
「
八
条
院
姫
宮
」
と
、
、
、
（
羽
）
は
、
字
多
庄
の
所
有
者
を
示
す
４
，
の
で
あ
る
か
否
か
を
考
え
て
み
た
い
。
「
八
条
院
姫
宮
」
が
字
多
庄
の
所
有
者
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
正
月
に
八
条
院
は
讓
状
を
発
行
し
て
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所
領
の
処
分
を
行
な
っ
た
、
従
っ
て
建
仁
元
年
（
’
二
○
一
）
時
点
の
八
条
院
領
宇
多
庄
の
所
有
者
は
も
は
や
八
条
院
で
は
な
い
は
ず
だ
、
と
の
考
え
方
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
譲
状
の
効
力
は
、
そ
れ
を
作
成
し
た
時
点
に
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
作
成
者
（犯）
（譲渡者）の死をまってはじめて発生するのである。
従
っ
て
八
条
院
の
没
年
は
建
暦
元
年
（
’
二
一
一
）
で
あ
る
の
で
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
に
八
条
院
の
譲
状
が
発
行
さ
れ
た
と
しても、建仁元年（一一一○一）のこの時点では、字多庄の
所
有
者
は
ま
だ
生
存
中
の
八
条
院
自
身
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
『
仲
資
王
記
』
建
暦
元
年
（
一
一
一
二
）
六
月
二
十
六
日
条
に
、
「
八
条
女
院
崩
御
云
々
、
御
発
心
地
、
御
跡
大
（羽）
方被レ譲二進春華門院一献」とあることからも確認できる。
、
、
、
結
局
「
八
条
院
姫
宮
」
は
字
多
庄
の
所
有
者
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
「
八
条
院
姫
宮
」
は
何
を
示
し
、
ま
た
そ
れ
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
共
に
熊
野
詣
の
「
宿
雑
事
」
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
大
泉
圧
と
字
多
庄
と
は
、
ど
の
様
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
た
い。大泉庄は皇嘉門院↓兼実↓宜秋門院↓道家へと伝領され
（犯）
た九条家領庄園である。宜秋門院任子は兼実息女で後鳥羽
天
皇
中
宮
、
そ
し
て
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
母
で
あ
る
。
ま
た
大
八条院領の伝領過程をめぐって（龍野）
泉
庄
の
年
貢
は
、
宜
秋
門
院
祈
願
所
で
あ
る
高
野
山
平
等
心
院
の
護
（羽）
摩
供
料
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
大
泉
庄
は
宜
秋
門
院
と
関
わ
り
の
深
い
庄
園
で
あ
る
。
ま
た
字
多
庄
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
九
条
家
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
泉
庄
、
字
多
庄
と
も
に
九
条
家
の
管
轄
下
に
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
庄
園
が
一
組
と
な
っ
て
「
宿
雑
事
」
を
負
担
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
ある。次に
「
宿
雑
事
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
「
宿
雑
事
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
久
安
四
年
（
二
四
八
）
鳥
羽
院
の
熊
野
詣
に
際
し
て
調
達
さ
れ
た
「
雑
事
」
を
記
し
た
「
御
熊
野
詣
御
上
道
雑
事
注
文
」
等
に
よ
れ
ば
、
紀
伊
国
神
野
真
国
庄
は
「
上
道
」
及
び
「
還
向
雑
事
」
を
賦
課
さ
れ
た
。
そ
の
「
上
道
雑
事
」
の
内容を次に掲げる。
於供御之菜者、殊美麗可二調進一之、
御熊野詣御上道雑事紀伊国
神
野
真
国
庄
御
菜
十
〈
冠
櫛
五
合
酒
五
升
酢
二
升
昧
曽
一
升
土
器
八
十
口
大
口
塩
五
升
油
六
合
折
敷
十
枚
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炭
十
古
松明百把可持夫
打
松
十
把
薪
五
十
束
大
豆
一
斗
人
夫
一
人
件雑事、二月八日、持「｜参湯浅御宿一、
（Ⅲ）
渡二行事一、庁官可レ取。進返抄一之、
右
の
注
文
に
よ
っ
て
熊
野
詣
の
「
雑
事
」
の
内
容
と
、
そ
れ
が
か
な
り
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
先
の
大
泉
圧
、
字
多
庄
が
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
「
宿
雑
事
」
は
、
「
領
状
共
不二見来一」（承諾書は共に来なかった）とあって結局は調
進
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
「
宿
雑
事
」
が
大
泉
庄
、
字
多
庄
の
代
わ
り
に
別
の
荘
園
に
賦
課
さ
れ
た
様
子
も
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模
で
か
つ
院
に
供
給
す
る
分
を
含
む
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
『後鳥羽院熊野御幸記』中の「宿」、「雑事」に関する記
述によると、この道中における定家の宿所は、「国皆悉儲二
（帆）
仮
屋
一
充
行
、
予
等
分
此
所
三
問
小
屋
也
、
無
二
板
敷
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
お
む
ね
国
司
の
設
け
た
仮
屋
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
仮屋は、「御所辺向二宿所一之処已無し之、国沙汰人成敗献レ
（他）
之
、
仮
屋
乏
少
之
問
、
無
縁
者
不
レ
入
二
其
員
二
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
数
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
「
過
二
今
日
御
宿一一一四町許一、人二小宅宿所一、自レ上錐し有二例仮屋一、此家
法
政
史
学
第
四
十
九
号
二
四
ｍ）
主
依
レ
儲
二
雑
事
一
入
二
此
所
一
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
場
合
の
「
例
仮
屋
」
に
は
「
雑
事
」
の
儲
け
は
無
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
（Ⅲ）
る。また「今夜宿讃良庄勤引仕之一」、「入ニナカラ宿所一、：．
（絹）
（中略）。：但此宿細川庄成時沙汰也」等より、定家の縁者
や
、
摂
関
家
が
定
家
の
宿
所
を
用
意
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
宿
所
自
体
も
十
分
に
は
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
司
よ
り
随
員
に
対
す
る
「
雑
事
」
の
供
給
は
、
無
か
っ
た
か
又
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
不
足
分
は
、
随
員
自
身
や
そ
の
縁
者
が
補
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
の
大
泉
庄
、
字
、
、
、
、
、
、
多
庄
も
、
九
条
家
家
司
で
あ
る
定
家
の
た
め
の
「
宿
雑
事
」
を
負
担
する予定ではなかったかと思われる。
結
局
「
宿
雑
事
」
な
ど
の
院
事
は
、
院
庁
が
一
国
平
均
役
と
し
て
諸
国
に
賦
課
し
た
り
、
直
接
庄
園
領
主
に
課
役
弁
済
を
命
じ
て
徴
収
する他に
、随員
白
］ｂ縁
者
等に頼
る
などし
て
、調達
す
る場合
も
有
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
や
は
り
院
事
で
あ
る
御
所
造
営
の
費
用
を
、
院
の
妻
子
が
負担するという例を見てみたい。
Ｊ一一条造営北対十三間顛倒云々、権大進兼時云、昨日
頭中将奉行、中宮一品宮各可下令レ献二瀧口｜人一給上
由、可二申沙汰一之由、示二送宗頼長一房二人許一云々、（妬）
宗頼卿計摂政殿御消息、長一房摂政殿御気色と書一云々
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（仰）
二
条
殿
は
後
鳥
羽
院
御
所
で
あ
る
。
右
の
史
料
７
Ｊ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
造
営
中
の
二
条
殿
の
北
の
対
十
三
間
が
顛
倒
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
条
家
家
司
で
中
宮
職
権
大
進
の
兼
時
が
云
う
に
は
、
「
昨
日
、
頭
中
将
が
摂
政
基
通
の
使
い
と
し
て
兼
時
の
所
へ
や
っ
て
来
た
。
昇
子
内
親
王
乳
母
の
夫
で
あ
る
宗
頼
と
、
九
条
家
家
司
で
あ
る
長
房
宛
の
、
摂
政
基
通
の
御
教
書
を
届
け
に
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
『
中
宮
、
一
品
宮
の
各
々
に
滝
口
一
人
を
献
じ
て
頂
く
よ
う
に
、
と
の
摂
政
基
通
殿
の
意
向
で
あ
る
』
と
い
う
も
の
で
、
宗
頼
宛
の
も
の
に
は
摂
政
殿
御
消
息
、
長
房
宛には摂政殿御気色と書いてあった」とのことである。つ
ま
り
摂
政
基
通
の
判
断
で
、
中
宮
任
子
と
一
品
宮
昇
子
内
親
王
母
子
が
一
組
に
な
っ
て
、
院
の
御
所
造
営
の
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
内
容である。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
宮
任
子
と
皇
女
昇
子
の
母
子
が
一
組
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
の
「
宿
雑
事
」
と
い
う
院
事
で
は
大
泉
庄
、
字
多
庄
が
一
組
に
な
っ
て
お
り
、
同
様
に
院
事
で
あ
る
こ
の
「
御
所
造
営
費
」
で
は
、
中
宮
任
子
と
皇
女
昇
子
の
母
子
が
一
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
負
担
の
仕
方
か
ら
類
推
す
る
と
、
中
宮
任
子
と
関
わ
り
の
深
い
大
泉
庄
と
一
組
に
な
っ
て
「
宿
雑
事
」
を
負
担
す
る
予
定
だ
っ
た
字
多
庄
は
、
皇
女
昇
子
と
の
関
わ
り
か
ら
そ
の
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
八
条
院
領
の
伝
領
過
程
を
め
ぐ
っ
て
（
龍
野
）
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
史
料
Ｆ
の
「
宿
雑
事
」
は
、
定
家
の
主
家
九
条
家
が
、
定
家
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
そ
の
負
担
を
院
に
申
し
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
宮
任
子
の
実
家
九
条
家
は
、
任
子
の
分
と
し
て
大
泉
庄
に
、
昇
子
の
分
と
し
て
字
多
庄
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
家
の
た
め
の
「
宿
雑
事
」
を
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
庄
園
は
ど
ち
ら
も
九
条
家
の
管
轄
下
に
あ
り
、
大
泉
庄
は
中
宮
任
子
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
ま
た
字
多
庄
は
名
目
上
の
領
主
で
あ
る
八
条
院
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
昇
子
内
親
王
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野
詣
随
員
に
支
給
す
る
雑
事
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
の
結
果
、
史
料
Ｆ
の
「
八
条
院
姫
宮
」
は
、
「
八
条
院
領
宇
多
庄
」
と
「
梅
宮
領
宇
多
庄
」
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
字
多
庄
の
接
点
に
い
る
人
物
、
す
な
わ
ち
八
条
院
猶
子
で
九
条
兼
実
外
孫
で
あ
る
昇
子
内
親
王
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
昇
子
内
親
王
は
字
多
庄
の
「
所
有
者
」
で
は
な
い
も
の
の
、
字
多
庄
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
史料Ｇ、Ｈより、字多庄は建保年中（一一二一一一～’九）
九
条
良
輔
が
奈
良
興
福
寺
一
乗
院
に
、
毎
年
二
季
報
恩
講
料
所
と
し
て寄進したものであることが分かる。
字
多
庄
の
本
来
の
所
有
者
で
あ
る
橘
氏
氏
長
者
以
政
は
、
文
治
二
一
一
五
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以
上
後
鳥
羽
院
政
期
の
字
多
庄
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
後
鳥
羽
院
の
時
代
に
な
っ
て
九
条
家
に
字
多
庄
の
実
質
的
支
配
権が戻った。
②
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
中
に
あ
る
「
字
多
庄
」
の
注
記
「
八
条
院
姫
宮
」
は
、
字
多
庄
の
所
有
者
で
は
な
い
も
の
の
、
宇
多
圧
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
権
利
を
有
す
る
昇
子
内
親
王
を
指
す
。
４
、
小
括
宇
多
庄
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
及
び
Ⅲ
説
の
是
非
を
考
え
る
た
め
、
鳥
羽
院
よ
り
後
鳥
羽
院
政
期
ま
で
の
字
多
庄
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
次
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
り
、
橘
氏
是
定
の
坐
ものと思われる。
年
（
二
八
六
）
七
月
一
一
十
六
日
、
兼
実
よ
り
興
福
寺
造
寺
次
官
に
（媚）
補
任
さ
れ
、
即
日
勅
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
以
政
は
九
条
家
の
家
司
で
も
あ
る
。
史
料
Ｇ
、
Ｈ
に
あ
る
寄
進
の
事
実
は
そ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
橘
氏
が
完
全
に
九
条
家
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
後
鳥
羽
院
の
時
代
に
な
っ
て
、
鳥
羽
、
後
白
河
院
政
期
ま
で
の
よ
う
な
院
と
字
多
庄
現
地
支
配
者
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
無
く
な
り
、
橘
氏
是
定
の
九
条
家
流
に
字
多
庄
の
実
質
的
支
配
権
が
戻
っ
た
法
政
史
学
第
四
十
九
号
『
の
検
討
の
結
果
、
建
久
七
年
正
月
八
条
院
は
自
身
の
没
後
の
遺
領
処
分
に
つ
い
て
、
「
ま
ず
以
仁
王
女
が
相
続
し
、
以
仁
王
女
の
没
後
に
昇
子
内
親
王
及
び
良
輔
が
相
続
す
る
こ
と
」
と
す
る
奏
請
を
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
八
条
院
領
の
最
初
の
相
続
人
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
の
最
終
的
な
結
論
を
出
す
前
に
、
も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
八
条
院
の
奏
請
が
朝
廷
の
公
認
を
得
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
後
鳥
羽
天
皇
は
以
仁
王
女
を
八
条
院
領
（
天
皇
家
の
家
領
）
の
相
続
人
と
し
て
認
め
た
か
否
か
、
と
い
う
点
を
考
え
な
ければならないと思う。
そこでまず朝廷は以仁王とその王女及び王子（北陸宮）
等
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
か
を
見
て
み
た
い
。
た。①
建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
時
点
の
字
多
庄
の
所
有
者
は
、
八
条
院
自
身
で
あ
っ
て
「
八
条
院
姫
宮
」
で
は
な
い
。
②
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
中
の
「
八
条
院
姫
宮
」
は
以
仁
王
女
で
は
な
く
、
昇
子
内
親
王
を
指
す
。
以
上
の
①
、
②
よ
り
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
中
の
二
千
多
庄」の記事は、Ⅲ説の根拠とは一一一一口えないと思われる。
お
わ
り
に
一一」ハ
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（い）
治承四年、以仁王は平氏追討〈叩令書を発給し反平氏挙兵
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
が
発
覚
す
る
と
直
ち
に
朝
廷
は
以
仁
王
を
源
以
光
と
改
名
し
、
遠
流
に
処
す
こ
と
を
決
定
（卯）
Ｉしたのである。
ま
た
安
徳
天
皇
西
走
後
そ
の
後
継
者
を
選
ぶ
際
に
、
候
補
者
と
し
て
後
白
河
院
が
考
え
て
い
た
の
は
高
倉
院
の
遺
児
二
人
で
あ
っ
て
、
以
仁
王
子
（
北
陸
宮
）
の
こ
と
は
念
頭
に
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
木
曾
義
仲
は
以
仁
王
子
（
北
陸
宮
）
を
次
期
天
皇
と
し
て
強
く
推
し
て
（別）
主
ご
た
。
そ
こ
で
朝
廷
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
が
、
結
局
後
鳥
羽
天
皇
が
即
位
し
、
以
仁
王
子
（
北
陸
宮
）
は
排
さ
れ
た
。
そ
し
て
以
仁
王
女
も
ま
た
橋
本
氏
の
説
か
れ
る
Ⅳ
説
に
あ
る
よ
う
に
、
『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
、
八
条
院
が
以
仁
王
女
の
親
王
宣
旨
を
望
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
父
非
二
親
王
一
之
人
、
蒙
二
此
宣
旨
一
之
例、未二曽有一也、加之父宮已為二刑人一被一一除名一了、其子忽
預二此恩一、尤乖二物義一嗽」として「専不レ可レ及二御沙汰一事
（皿）
也
」
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
朝
廷
は
以
仁
王
を
除
名
‐
し
て
追
放
し
た
が
、
そ
の
王
女
、
王
子
（
北
陸
宮
）
の
処
遇
も
ま
た
以
仁
王
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
対
処
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
内
親
王
の
地
位
を
得
る
こ
と
と
、
八
条
院
領
を
相
続
す
る
こ
と
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
八
条
院
領
は
後
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
伝
領
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
八
条
院
緬
の
伝
傾
過
桿
を
め
ぐ
っ
て
（
能
野
）
か
。
中
世
、
院
政
の
開
始
か
ら
両
統
分
離
ま
で
の
女
院
領
は
、
不
婚
内
親
王
で
准
母
立
后
し
て
女
院
と
な
っ
た
者
が
主
に
管
領
し
、
相
伝
（岡）
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
内
親
王
で
あ
る
こ
と
が
天
皇
家
領
相
続
の
条
件
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
以
仁
王
女
は
八
条
院
領
を
相
続
出
来
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
以
仁
王
女
は
内
親
王
の
地
位
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
以
仁
王
女
が
内
親
王
の
地
位
を
得
な
い
ま
ま
、
八
条
院
領
を
相
続
し
た
と
仮
定
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
－
院
・
三
宮
・
准
后
・
女
院
な
ど
の
給
主
は
、
貴
族
官
人
の
官
職
位
階
に
対
す
る
欲
求
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
家
政
機
関
に
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
内
親
王
の
地
位
に
な
い
以
仁
王
女
は
、
給
主
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
八
条
院
の
家
政
機
関
を
維
持
出
来
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
以
仁
王
と
そ
の
王
女
、
王
子
（
北
陸
宮
）
等
は
八
条
院
の
猶
子
と
し
て
養
わ
れ
、
八
条
院
領
は
以
仁
王
挙
兵
の
財
源
に
（別）
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
八
条
院
は
以
仁
王
と
そ
の
王
女
、
王
子
（
北
陸
宮
）
等
を
援
護
し
て
い
た
。
し
か
し
結
局
「
親
王
宣
下
」
の
申
し
入
れ
を
却
下
さ
れ
た
以
仁
王
女
は
、
八
条
院
領
を
相
続
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
八
条
院
没
後
、
Ⅱ
説
に
あ
る
と
お
り
建
久
七
年
よ
り
種
々
発
行
さ
れ
た
譲
状
が
発
効
し
、
そ
の
遺
領
の
大
方
は
、
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
が
相
続
し
た
も
の
と
思
わ
れる。
一一勺◆
－●
七
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最後に、昇子内親王が八条院の猶子となった理由と目的
を
考
え
て
み
た
い
。
中
世
、
か
つ
て
の
律
令
俸
禄
を
中
心
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、
家
領
に
よ
っ
て
家
の
経
済
を
賄
う
よ
う
に
な
っ
（開）
た摂関家は、その家領の維持に腐心していたという。天白王
家
も
ま
た
天
皇
位
を
父
か
ら
子
へ
と
父
系
直
系
で
継
承
す
る
家
の
原
理
を
持
ち
、
そ
の
家
領
を
養
子
関
係
を
利
用
し
つ
つ
、
親
か
ら
子
へ
（邪）
と
相
伝
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
天
皇
家
の
家
領
で
あ
る
八
条
院
領
の
帰
趨
は
、
天
皇
家
内
部
の
問
題
で
あ
っ
て
摂
関
家
で
あ
る
兼
実
の
意
志
が
及
ぶ
範
鴫
に
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
皇
女
昇
子
内
親
王
を
八
条
院
の
猶
子
と
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
後
鳥
羽
天
皇
の
意
志
（訂）
で、その目的は八条院領を相続することにあった、と考》え
る。
法
政
史
学
第
四
十
九
号
註（
１
）
中
村
直
勝
「
以
仁
王
の
挙
兵
と
八
条
女
院
領
」
四
○
○
～
四
○
｜
頁
（
『
鎌
倉
時
代
の
研
究
』
星
野
書
店
、
’
九
二
五
）
、
野
村
育
世
「
中
世
に
お
け
る
天
皇
家
－
－
女
院
領
の
伝
領
と
養
子
Ｉ
」
三
○
三
頁
（
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
古
代
・
中
型
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
）
、
伴
瀬
明
美
「
院
政
期
～
鎌
倉
期
に
お
け
る
女
院
領
に
つ
い
て
１
１
中
世
前
期
の
王
家
の
在
り
方
と
そ
の
変
化
ｌ
」
五
三
頁
（
「
日
本
史
研
究
』
三
七
四
、
’
九
九
三
）
。
（
２
）
中
野
栄
夫
「
九
条
家
領
播
磨
国
田
原
荘
・
蔭
山
荘
の
成
立
」
一
一一一一一一頁（『法政大学文学部紀要』三九、’九九四）。
（
３
）
遠
城
悦
子
「
春
華
門
院
昇
子
内
親
王
の
八
条
院
領
伝
領
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
八
五
頁
（
『
法
政
史
学
』
四
八
、
一
九
九
六
）
。
（
４
）
『
国
史
大
辞
典
』
「
八
条
院
」
項
。
（
５
）
『
玉
葉
』
国
書
双
書
刊
行
会
編
、
名
著
刊
行
会
発
行
、
一
九
八
四。
（
６
）
伴
瀬
明
美
註
（
１
）
前
掲
論
文
に
同
じ
。
（
７
）
『
玉
葉
』
建
久
七
年
一
月
十
二
日
条
。
（
８
）
『
玉
葉
』
建
久
七
年
一
月
十
五
日
条
。
（
９
）
『
玉
葉
』
建
久
七
年
一
月
十
四
日
条
。
（
旧
）
『
玉
葉
』
建
久
七
年
一
月
十
六
日
条
。
（
ｕ
）
『
玉
葉
』
建
久
六
年
九
月
一
日
、
四
日
、
六
日
、
十
一
日
条
、
建久七年一月一日、十日、’’十一一一日、二十五日、二十六日
条
、
建
久
七
年
二
月
八
日
条
。
「
姫
宮
」
の
比
定
は
多
賀
宗
隼
氏
の
判
断
に
よ
る
。
（Ⅲ）『玉葉』正治一一年（一一九九）｜月六日、十六日、二
十五日条。
（
旧
）
『
大
日
本
史
料
』
四
編
之
五
、
建
久
七
年
正
月
十
二
日
条
。
（
ｕ
）
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局
、
’
九
八
二、二六四頁。
（
旧
）
「
跡
、
は
元
来
知
行
人
が
な
く
な
っ
て
、
あ
と
に
の
こ
さ
れ
た
所領の事である」（佐藤進一『古文書学入門』一三五頁）。
（
岨
）
『
玉
葉
』
建
久
七
年
正
月
三
十
日
条
。
（
Ⅳ
）
藤
原
頼
長
が
橘
氏
の
是
定
で
あ
る
こ
と
は
、
『
台
記
』
久
安
三
一
一
八
Hosei University Repository
年三月一一十九日条に「橘氏、申請以レ余為二是定一」とある
こ
と
よ
り
分
か
る
。
「
是
定
」
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
「
氏
長
者
」
（
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
’
第
Ⅱ
部
貴
族
政
権
の
構
造
ｌ
」
御
茶
の
水
書
房
、
’
九
五
八
）
参
照
．
（
旧
）
『
台
記
』
久
安
三
年
四
月
十
七
日
条
。
（
旧
）
後
掲
の
史
料
Ｃ
に
「
和
泉
国
字
多
勅
旨
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
字
多
庄
は
も
と
も
と
宇
多
天
皇
の
勅
旨
田
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
史
料
Ｄ
に
は
「
梅
宮
領
宇
多
庄
」
と
あ
り
、
橘
氏
氏
社
梅
宮
社
の
社
領
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
宇
多
勅
旨
」
が
梅
宮
社
に
施
入
さ
れ
て
「
字
多
庄
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
橋
渡
し
役
が
橘
義
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（別）『中右記』保延一一一年（’’三七）十一一月二十九日条。
（
別
）
『
台
記
』
久
安
三
年
七
月
八
日
条
。
（
犯
）
「
学
官
院
」
に
つ
い
て
は
、
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
〔
修
訂
版
旨
（
『
桃
裕
行
著
作
集
』
１
、
恩
文
閣
出
版
、
’
九
九
四
）
参
照。
（
閉
）
『
尊
卑
分
脈
』
第
三
篇
四
四
頁
。
（
別
）
『
尊
卑
分
脈
』
第
三
篇
四
一
頁
。
（
妬
）
『
尊
卑
分
脈
』
第
一
篇
二
四
頁
。
（
邪
）
『
平
安
遺
文
』
五
○
六
○
。
（
〃
）
『
玉
葉
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
二
月
十
八
日
条
。
（肥）『兵範記』仁安二年（一一六七）十二月一一一十日条。
（別）『兵範記』承安元年（’’七一）十一一月二十九日条。
（
卯
）
『
玉
葉
』
安
元
元
年
（
’
’
七
五
）
九
月
六
日
条
。
八条院緬の伝傾過程をめぐって（龍野）
（
別
）
『
玉
葉
」
建
久
二
年
（
’
’
九
一
）
六
月
四
日
条
。
（
犯
）
桃
裕
行
註
（
皿
）
前
掲
書
二
四
四
頁
。
（胡）『一一一長記』建永元年（一二○六）八月一一一日条に、「号二
功課別当一者、梅宮祭饗頭也、調二件饗一預二橘氏爵一也、予
問
二
以
経
一
云
、
夷
氏
人
欺
、
答
云
、
氏
人
絶
了
、
其
実
賀
茂
杜
氏
人
也、改姓也、相尋好二叙爵一之輩改姓挙し之、自二中古一以降
如レ此云々」とある。
（
弧
）
『
群
書
類
従
』
’
八
輯
。
（
開
）
遠
城
悦
子
註
（
３
）
前
掲
論
文
八
四
頁
。
（
妬
）
佐
藤
進
一
註
（
ｕ
）
前
掲
書
二
五
九
頁
に
「
｜
般
に
譲
状
が
被
譲
渡
者
に
交
付
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
効
力
を
発
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
譲
渡
者
の
死
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
効
力
の
発
生
す
る
場
合
が
多
い
。
実
際
に
は
「
衰
老
之
齢
」
「
病
患
危
急
之
身
」
と
な
っ
た
と
き
に
、
作
成
・
交
付
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
に
作
成
・
交
付
し
て
も
少
し
も
違
法
で
は
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
（
〃
）
『
大
日
本
史
料
』
四
編
之
十
一
、
建
暦
元
年
（
’
二
一
一
）
六
月二十六日条。
（
胡
）
飯
倉
晴
武
「
九
条
家
領
の
成
立
と
道
家
惣
処
分
状
に
つ
い
て
」
『書陵部紀要』二九、一九七七）。
（
的
）
『
高
野
山
文
書
』
〔
西
南
院
文
書
〕
建
久
八
年
（
二
九
七
）
六
月
八
日
の
「
関
白
家
御
教
書
」
に
「
高
野
平
等
心
院
…
（
中
略
）
…彼院可し為二中宮御祈願所一云々…（後略）…」とある。
『
九
条
家
文
書
百
Ⅲ
九
条
道
家
初
度
惣
処
分
状
に
、
「
和
泉
国
大
泉
一
九
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庄
、
件
所
年
貢
、
被
し
充
二
宜
秋
門
院
高
野
護
摩
供
料
一
…
（
後
略
）
…
」
と
あ
る
。
（Ⅲ）『神護寺文書』（三）八一。
（
Ⅲ
）
『
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
十
月
六
日
条
。
（
岨
）
註
（
皿
）
十
月
十
日
条
。
（
蛆
）
註
（
Ⅲ
）
十
月
九
日
条
。
（
ｕ
）
註
（
⑪
）
十
月
五
日
条
。
（
妬
）
註
（
似
）
十
月
二
十
五
日
条
。
（
蛆
）
『
明
月
記
』
建
久
九
年
（
’
’
九
八
）
｜
月
二
十
五
日
条
。
（
〃
）
『
大
日
本
史
料
』
四
編
之
五
、
建
久
八
年
（
二
九
七
）
十
月
二日条。
（
岨
）
『
玉
葉
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
七
月
二
十
六
日
条
。
（伯）羽下徳彦「以仁王〈令旨〉試考」（「豊田武博士古稀記念
日
本
中
世
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
○
）
。
（
別
）
「
玉
葉
』
治
承
四
年
（
二
八
○
）
五
月
十
六
日
条
。
（
Ⅲ
）
『
玉
葉
』
寿
永
二
年
（
’
’
八
三
）
八
月
十
四
日
条
。
（皿）『玉葉』建久七年（一一九六）正月十二日、十一一一日、
十
五
日
、
十
六
日
条
。
（弱）野村育世註（１）前掲論文三一一一頁。
（
Ｍ
）
中
村
直
勝
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
（
閲
）
義
江
彰
夫
「
摂
関
家
領
の
相
続
研
究
序
説
」
四
○
頁
（
『
史
学
雑誌』七六’四、’九六七）。
（冊）野村育世註（１）前掲論文三一一一頁。
（
印
）
遠
城
悦
子
註
（
３
）
前
掲
論
文
九
○
頁
で
、
昇
子
内
親
王
が
八
法
政
史
学
第
四
十
九
号
〈付記〉
本
稿
執
筆
に
当
た
り
本
学
文
学
部
教
授
中
野
栄
夫
先
生
よ
り
御
指
導
を
頂
い
た
他
、
集
英
社
の
仁
平
義
孝
氏
よ
り
種
々
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
史
料
の
閲
覧
に
際
し
宮
内
庁
書
陵
部
の
立
花
信
彦
氏
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
条
院
の
猶
子
と
な
っ
た
の
は
所
領
伝
領
の
た
め
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
証
過
程
に
は
問
題
が
有
る
。
ま
ず
『
鎌
倉
遺
文
』
’
四
四
八
号
「
九
条
兼
実
置
文
」
中
の
「
遠
江
国
小
奈
御
厨
」
の
注
に
、
「
就
姫
君
領
」
と
あ
る
の
は
採
録
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
六
十
八
巻
『
古
文
書
集
』
「
月
輪
殿
自
筆
御
処
分
状
」
中
の
同
性
に
は
、
「
龍
姫
君
領
」
と
あ
る
。
こ
の
「
龍
姫
」
が
兼
実
の
弟
兼
一
房
の
女
で
あ
る
こ
と
は
、
飯
倉
晴
武
氏
が
註
⑬
前
掲
論
文
五
頁
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
点
は
元
久
元
年
頃
、
『
明
月
記
』
中
で
「
女
院
」
と
記
さ
れ
る
場
合
八
条
院
を
指
す
と
の
指
摘
（
註
（
３
）
八
八
頁
）
で
あ
る
。
『
明
月
記
』
正
治
一
一
年
九
月
三
十
日
条
（
兼
実
の
北
政
所
で
、
任
子
の
母
の
重
病
の
記
事
）
及
び
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
正
月
一
一
十
日
、
二
十
四
日
、
一
一
十
五
日
条
（
前
年
十
二
月
十
日
に
死
去
し
た
兼
実
の
北
政
所
で
任
子
の
母
の
仏
事
に
関
す
る
記
事
）
の
い
ず
れ
も
、
「
女
院
」
と
書
い
て
宜
秋
門
院
任
子
を
指
し
て
い
る
。
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